






１． 研究の背景  
長崎県に架設された新西海橋主橋部は、国内新設道路橋としては初めてとなる、アー



























３． 本論文の内容  
 本研究では、新西海橋主橋部を研究対象として、①解析による動的特性の明確化と添
架歩道に生じる交通振動の評価、②実橋振動試験による振動レベルの把握と解析結果の
検証、③風洞試験に基づく施工時風荷重の推定および④実物大模型試験、現地圧送試験
による高流動コンクリートの自己充填性の把握を行った。  
以下に本論文の内容を示す。  
 第１章では、本研究の背景と研究テーマの位置付けについて述べるとともに、本論文
の内容についてまとめた。また、研究対象である新西海橋の概要を紹介した。  
 第２章では、本橋の３次元立体モデルを用いた固有振動解析によって、本橋の固有振
動特性を明らかにし、左右のアーチリブが、補剛桁の支持位置のみで連結されていると
いう構造的な特徴から現れるモードが存在することや、充填コンクリートの死荷重の影
響で鋼アーチに比べて固有振動数が面内、面外ともに１割程度小さくなっていることな
どを明らかにした。次いで、地震応答解析によって、橋軸方向、橋軸直角方向の応答値
から耐震性の評価を行った。  
 第３章では、車両走行解析によって、添架歩道に生じる振動が側径間や、補剛桁を支
持する１本目のハンガーロープと横梁との間で大きくなっていること、添架歩道と補剛
桁の振動には高い相関関係があることなどを明らかにした。そして、歩行者の振動感受
性評価を行った結果、25t 車１台の走行によって添架歩道に生じる振動は、歩行者にと
って「明らかに感じた」、立ち止まっている人にとって「強く感じた」程度であり、車
両の走行によって添架歩道に発生する振動に対する対策は不要であることを確認した。
 第４章では、走行車両を用いた実橋振動試験を行い、走行車両によって本橋に生じる
振動のレベルを把握するとともに、歩行者の振動感受性評価は、解析結果と同じカテゴ
リーであることを確認した。また、補剛桁と添架歩道間の応答値の相関や、固有振動数
の卓越の大きさなど、実施条件やモデルに起因すると思われる相違点があることも明ら
かになった。  
 第５章では、本橋のアーチリブに採用されている鋼管トラス構造の架設時風荷重につ
いて、道路橋示方書をはじめとする各種規準に基づいた推定値と風洞試験での計測値の
比較を行い、道路橋示方書の規定が鋼管トラスの風荷重推定には適さないことや
BS8100 の規定が最もよい推定値を与えることを明らかにした。そして、施工時の足場
を有する鋼管トラスアーチ全体に作用する風荷重を、部分模型風洞試験結果を用いて算
定する方法を提案した。  
 第６章では、本橋の施工の中で最も特徴的であるコンクリート充填作業に関して、実
物大模型試験や現地試験を通じて、鋼管内の構造がコンクリートの充填性に影響を与え
ないことや、充填性を示すスランプフロー値が、輸送、圧送の後に低下するため、施工
計画上留意する必要があることを示した。さらに、今後新たに施工する場合に解決すべ
き課題として弦材鋼管内での作業性の改善および弦材接合方法の開発を挙げた。  
第７章では、本研究によって得られた知見とＣＦＴアーチ橋の普及のために今後明ら
かにすべき点についてまとめた。  
 
 
 
 
